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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成30年2月15日(2018.2.15)

【公表番号】特表2017-513693(P2017-513693A)
【公表日】平成29年6月1日(2017.6.1)
【年通号数】公開・登録公報2017-020
【出願番号】特願2016-558401(P2016-558401)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  46/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  46/42     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  39/16     (2006.01)
   Ｃ１２Ｍ   1/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   46/02     　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｄ   46/42     　　　Ａ
   Ｂ０１Ｄ   39/16     　　　Ｃ
   Ｃ１２Ｍ    1/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年12月28日(2017.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高分子フィルムで構成され、コンパートメントを画定するケーシングであって、前記コ
ンパートメントと連通する入口開口部と、前記コンパートメントと連通する第１の出口開
口部とを有する、ケーシングと、
　ガスが通過でき、１μｍよりも小さい孔径を有する多孔質フィルタ本体を備える第１の
フィルタであって、前記フィルタ本体が前記ケーシングのコンパートメント内に少なくと
も部分的に配置されるように、かつ前記入口開口部から前記第１の出口開口部へと前記ケ
ーシングの前記コンパートメントを通過するガスが前記フィルタ本体を通過しなければな
らないように、前記ケーシングと連結される、第１のフィルタと、を備える、フィルタア
センブリ。
【請求項２】
　前記ケーシングが、折り畳み可能な高分子バッグを備える、請求項１に記載のフィルタ
アセンブリ。
【請求項３】
　前記ケーシングが、前記コンパートメントがガスで充填されて、５０ｋＰａ超のガス圧
力を有するとき、破断によって破損することになる、請求項１に記載のフィルタアセンブ
リ。
【請求項４】
　ポート開口部を画定する吸気ポートを更に備え、前記吸気ポートが、前記ポート開口部
が前記ケーシングの前記コンパートメントと連通するように、前記ケーシングの前記入口
開口部と連結する、請求項１に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項５】
　前記吸気ポートの前記ポート開口部が、４ｃｍ超の最大横径を有する、請求項４に記載
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のフィルタアセンブリ。
【請求項６】
　前記吸気ポートがポリマーから成型され、前記ケーシングよりも剛性である、請求項４
に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項７】
　前記ケーシングの前記コンパートメントが無菌である、請求項１に記載のフィルタアセ
ンブリ。
【請求項８】
　ポート開口部を画定する第１の排出ポートを更に備え、前記第１の排出ポートが前記ケ
ーシングの前記第１の出口開口部と連結し、前記第１のフィルタが前記第１の排出ポート
と連結する、請求項１に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項９】
　前記第１のフィルタが、前記第１の排出ポートと着脱可能に連結される、請求項８に記
載のフィルタアセンブリ。
【請求項１０】
　前記第１の排出ポートの前記ポート開口部が、５ｃｍ超の最大直径を有する、請求項８
に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１１】
　前記ケーシングが、前記入口開口部が形成される第１の端部と、前記第１の出口開口部
が形成される、反対側の第２の端部とを有する、第１のチューブ状スリーブを備える、請
求項８に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１２】
　前記入口開口部と前記第１の出口開口部との間の場所で前記第１のスリーブと連結する
第１の端部と、第２の出口開口部が形成される、反対側の第２の端部とを有する、第２の
チューブ状スリーブを備える、前記ケーシングと、
　ガスが通過できるが、０．２２μｍ以下の孔径を有する多孔質フィルタ本体を備える第
２のフィルタであって、前記第２のフィルタの前記フィルタ本体が前記第２のスリーブ内
に少なくとも部分的に配置されるように、前記第２のフィルタが前記ケーシングの前記第
２の出口開口部と連結される、第２のフィルタと、を更に備える、請求項１１に記載のフ
ィルタアセンブリ。
【請求項１３】
　前記入口開口部を通って前記ケーシングの前記コンパートメントに進入するガスが、前
記第１のスリーブ内の前記第１のフィルタには到達できるが、前記第２のスリーブ内の前
記第２のフィルタには到達できないように、前記第２のスリーブの一部にわたって延在す
るクランプを更に備える、請求項１２に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１４】
　細長い円筒形構成を、外面と共に有する前記第１のフィルタの前記フィルタ本体と、
　前記フィルタ本体を取り囲む内面を有する細長い第１のスリーブを備える前記ケーシン
グであって、前記ケーシングが膨らんだとき、約０．２ｃｍ～３ｃｍの範囲の間隙が、前
記フィルタ本体の前記外面と、前記ケーシングの前記内面との間に形成される、ケーシン
グと、を更に備える、請求項１に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１５】
　前記入口開口部と連通するチューブ状マニホールド、及び
　前記マニホールドと連結する第１の端部と、前記第１の出口開口部が形成される、反対
側の第２の端部とを有する第１のスリーブであって、前記第１のフィルタの前記フィルタ
本体が、前記第１のスリーブ内に少なくとも部分的に配置される、第１のスリーブ、及び
　前記マニホールドと連結する第１の端部と、第２の出口開口部が形成される、反対側の
第２の端部とを有する第２のスリーブ、を備える前記ケーシングと、
　前記第２の出口開口部と連結され、前記第２のスリーブ内に少なくとも部分的に配置さ
れる、第２のフィルタと、を更に備える、請求項１に記載のフィルタアセンブリ。
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【請求項１６】
　コンパートメントを画定する第１の可撓性バッグを更に備え、前記第１の可撓性バッグ
が、第１の可撓性バッグの前記コンパートメントが前記ケーシングの前記コンパートメン
トと連通するように、前記ケーシングの前記入口開口部と連結する、請求項１に記載のフ
ィルタアセンブリ。
【請求項１７】
　コンパートメントを画定する第２の可撓性バッグを更に備え、前記第２の可撓性バッグ
が、第２の可撓性バッグの前記コンパートメントが前記第１の可撓性バッグの前記コンパ
ートメントと連通するように、前記第１の可撓性バッグと連結する、請求項１６に記載の
フィルタアセンブリ。
【請求項１８】
　前記入口開口部と前記第１の出口開口部との間の場所で、前記ケーシングと連結するチ
ューブ状充填ラインを更に備える、請求項１に記載のフィルタアセンブリ。
【請求項１９】
　ガスを濾過するための方法であって、
　高分子フィルムで構成される第１の可撓性バッグを、請求項１に記載のフィルタアセン
ブリの前記入口開口部に連結させることと、
　ガスを、前記ガスが前記入口開口部を通過し、前記第１のフィルタの前記本体を通過し
、前記出口開口部を通過するように、前記第１の可撓性バッグから前記ケーシングへと通
すことと、を含む、方法。
【請求項２０】
　前記ガス中の湿分が第１の可撓性バッグ内で流体へと凝縮するように、前記第１の可撓
性バッグ内の前記ガスを冷却することを更に含む、請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　ガスを濾過するための方法であって、
　高分子フィルムで構成されるケーシングのコンパートメントにガスを通すことであって
、前記ケーシングが、
　第１の出口開口部を有する第１のスリーブであって、第１のフィルタが、前記第１のス
リーブを通過するガスが前記第１のフィルタを通過しなければならないように、前記第１
のスリーブ内に少なくとも部分的に配置される、第１のスリーブと、
　第２の出口開口部を有する第２のスリーブであって、第２のフィルタが、前記第２のス
リーブを通過するガスが前記第２のフィルタを通過しなければならないように、前記第２
のスリーブ内に少なくとも部分的に配置され、前記ケーシングの前記コンパートメントに
進むガスが前記第１のスリーブ及び前記第１のフィルタは通過するが、前記第２のスリー
ブは通過しないように、前記第２のスリーブが閉鎖されている、第２のスリーブとを備え
る、通すことと、
　前記ガスが前記第２のスリーブ及び前記第２のフィルタを通過するように、所定の条件
が満たされたとき、前記第２のスリーブを開放することと、を含む、方法。
【請求項２２】
　前記第２のスリーブを開放することが、前記高分子フィルムで構成される前記ケーシン
グの一部にわたって延在するクランプを取り外すことを含む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記所定の条件が満たされたとき、前記クランプが手動または自動で取り外される、請
求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ケーシングの前記コンパートメント内の前記ガスの圧力を直接的または間接的に感
知することを更に含み、前記所定の条件が、所定の圧力水準に達したガスの感知圧力を含
む、請求項２１に記載の方法。
【請求項２５】
　ガスを濾過するための方法であって、
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　ガスにフィルタアセンブリのコンパートメントを通過させることであって、前記フィル
タアセンブリが、
　前記コンパートメントを画定し、前記ガスが導入される入口開口部、及び第１の出口開
口部を伴う第１のスリーブを有するケーシングであって、高分子フィルムで構成される、
ケーシングと、
　前記入口開口部から前記第１の出口開口部へと進むガスが前記第１のフィルタを通過
しなければならないように、前記第１のスリーブ内に少なくとも部分的に配置される第１
のフィルタとを備える、通過させることと、
　前記第１のフィルタと第１のシールとの間で、前記ケーシング内に第１のサブコンパー
トメントを形成するように、前記入口開口部と前記第１のフィルタとの間の場所で、前記
ケーシングの第１のセクションにわたって第１のシールを形成することと、
　前記フィルタアセンブリの第１の部分を、前記フィルタアセンブリの残りから分離する
ように、前記第１のシールに沿って、あるいは前記第１のシールと前記入口開口部との間
の場所で前記ケーシングを切断することであって、前記第１の部分が前記第１のサブコン
パートメント及び前記第１のフィルタを含む、切断することと、を含む、方法。
【請求項２６】
　前記シールを形成するステップが、前記ケーシングの部分にわたって溶接シールを形成
することを含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　切断するステップが、前記溶接シールを二等分するように、前記溶接シールに沿って前
記ケーシングを切ることを含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記シールを形成するステップが、前記ケーシングの部分にわたってクランプを配置す
ることを含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項２９】
　前記フィルタアセンブリが、
　第２の出口開口部を伴う第２のスリーブを備える、前記ケーシングと、
　前記入口開口部から前記第２の出口開口部へと進むガスが前記第２のフィルタを通過し
なければならないように、前記第２のスリーブ内に少なくとも部分的に配置される第２の
フィルタであって、前記第２のスリーブ及び前記第２のフィルタが、前記フィルタアセン
ブリの前記第１の部分の一部を含まない、第２のフィルタとを更に備える、請求項２５に
記載の方法。
【請求項３０】
　前記第２のフィルタと第２のシールとの間で、前記ケーシング内に第２のサブコンパー
トメントを形成するように、前記入口開口部と前記第２のフィルタとの間の場所で、前記
ケーシングの第２のセクションにわたって第２のシールを形成することと、
　前記フィルタアセンブリの第２の部分を、前記フィルタアセンブリの残りから分離する
ように、前記第２のシールに沿って、あるいは前記第２のシールと前記入口開口部との間
の場所で前記ケーシングを切断することと、を更に含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項３１】
　前記サブコンパートメントにガスを送出することと、
　前記サブコンパートメントに送出された前記ガスを用いて、前記第１のフィルタの完全
性を試験することと、を更に含む、請求項２５に記載の方法。
【請求項３２】
　ガスを濾過するための方法であって、
　請求項１に記載のフィルタアセンブリの前記入口開口部に、細胞または微生物の培養組
織を収容するバイオリアクタを接続し、
　ガスが前記入口開口部を通過し、前記第１のフィルタの前記本体を通過し、前記出口開
口部を通過するように、前記ガスを前記バイオリアクタから前記フィルタアセンブリのケ
ーシングまで通すことを含む方法。
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